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  : 内的自然増加率 
 密度効果が無視できるくらい個体群サイズが小さい時の個体群 
 増加率 
  : 密度依存性 
 個体群サイズの増加に伴う個体群増加率の減少率（密度効果） 






個体群サイズの対数を           として、その時間的
変化をGompertz方程式によって表す。 
システムモデル 観測モデル 
        としたとき、        の条件付き分布は 
以下のように表される。 
個体群サイズの観測値を          として、観測値の条件付
き分布      を適当な観測方程式によって表す（ は観測方程式





Gomperz方程式の未知パラメータ       の事後分布     
は以下のように表される。 




Variable center 仮説 
 環境条件が種にとって適した分布域中央部では、密度依存性が過大補償となり個体群動態 
 が不安定化するため、周辺部と比べて個体群変動性が高い。 
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